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自立高齢者の老化を遅らせるための介入研究

有料老人ホームにおける栄養状態改善によるこころみ
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目的　生活機能が自立した高齢者を対象とした老化遅延のための学際的な介入プログラムが食品

摂取習慣と身体の栄養指標におよぼす効果を評価することにある。

対象と方法　介入群は，東京都に隣接する地域の有料老人ホームの生活機能が自立した居住者，

男性11人，女性33人，計44人（平均年齢 : 74.3±5.4歳）である。介入期間は1993年5月か

ら1995年5月の2年間である。老化遅延のための学際的介入プログラムは講義とセミナー形

式とし82回行った。これに加え，健康・栄養相談日を毎週設け，希望者に対応した。対照群

は，介入群と性，年齢をマッチングさせた地域高齢者の長期縦断調査の参加者，男性33人，

女性100人，計133人で構成した。食品摂取習慣は15食品群の摂取頻度調査法により把握し，

身体の栄養指標として血清アルブミン，総コレステロール，HDLコレステロールならびに

body mass index (BMI)を測定した。

結果　1)　老研式活動能力指標総合点のベースライン平均は，介入群で11.3点，対照群で12.0点

と同水準の値であり，両群の高齢者は生活機能の自立度が高った。

　2)　介入群の2年間の食品摂取頻度の変化において，肉類，果物，および油脂類の摂取頻

度の有意な増加が認められた。対照群では，肉類の摂取頻度の有意な増加が認められた。

　3)　介入群では，血清アルブミン，BMIおよびHDLコレステロールの有意な増加が認

められた。血清総コレステロールには有意な変化はみられなかった。対照群では血清アルブ

ミンとBMIの有意な低下が認められた。

　4)　介入群では，学際的介入プログラムヘの参加回数と血清アルブミン変化量の間に有意

な正の関係が認められた。この関係は，性，年齢，老研式活動能力指標総合点，およびベー

スラインの血清アルブミン値の影響を調整してえられたものである。

結論　本研究において，老化遅延のために考案した学際的な介入プログラムが生活機能が自立し

た高齢者の栄養改善に有効であり，老化を遅らせる手段として有用であることが実証でき

た。
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